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～ 1 日）』『重症度 Minimal（離脱期間 2 ～ 3
日）』『重症度 Mild（離脱期間 4 ～ 7 日）』『重
症度 Moderate（離脱期間 8 ～ 28 日）』『重症度
Severe（離脱期間 28 日以上）』『重症度 Career 
Ending（引退）』とした．そしてスポーツ傷害
相談件数 194 件のうち，医師の診断あるいは
AT 評価にてスポーツ傷害と判断された 128 件
を調査対象とした .
2.　調査結果：受傷月別
多発した順に 1 月 16 件（12.5％），8 月と 9
月各 14 件（10.9％），5 月と 10 月各 13 件（10.2％），
11 月 12 件（9.4%），7 月 11 件（8.6 ％），6 月
10 件（7.8％），4 月と 12 月各 8 件（6.3％），3





1 年生の傷害件数が 50 件（39.1％），2 年生











靭帯損傷 2 件，疲労骨折 2 件，挫傷・打撲 1 件，
半月板・軟骨・椎間板損傷 1 件となった．これ
は種類別にすると慢性障害 21 件（63.6％），再
受傷 2 件（6.1％），急性外傷 10 件（30.3％）と
いう結果であり，慢性障害が多くを占めた．
②女子バスケットボール部
7 件の傷害があり，靭帯損傷 3 件，腱損傷・
腱障害 1 件，疲労骨折 2 件，骨折 1 件という内
訳になった．このうち急性外傷が 4 件（57.1％），
再受傷 2 件（28.6％），慢性障害 1 件（14.3%）
となり，女子バスケットボール部では急性外傷
が多い結果となった．また，8 件全件が「重症





39 件のスポーツ傷害があり，靭帯損傷 14 件
（足関節 12 件，膝関節 2 件），筋損傷・筋痙攣
3 件，挫傷・打撲 3 件，骨膜炎 2 件，骨折 1 件，









靭帯損傷 12 件（足関節 9 件，膝関節，前腕，
腰部各 1 件ずつ），挫傷・打撲 12 件，筋損傷・
筋痙攣 4 件，半月板・軟骨・椎間板損傷 4 件，
骨膜炎 2 件，骨損傷 3 件，腱損傷・腱障害 1 件，
炎症 1 件，骨折 1 件，疲労骨折 1 件 , となった．





3 件，筋損傷・筋痙攣 2 件，腱損傷・腱障害 1





頭部・顔面 4 件（3.1%），上肢 7 件（5.5%），
体幹部 14 件（10.9%），下肢 103 件（80.5%）と
なり，下肢傷害が圧倒的に多発したことがわ
かった．下肢部位の内訳は足関節34件（26.6％），
膝関節 20 件（15.6％），下腿部・アキレス腱 18
件（14.1％），大腿部 13 件（10.2％），股関節・




靭帯損傷 34 件（全体の 26.6%，内訳は靭帯 I
度損傷 21 件，靭帯部分断裂 11 件，靭帯完全断
裂 2 件），筋損傷・筋痙攣 18 件（14.1％），挫傷・
打撲 16 件（12.5％），腱損傷・腱障害 12 件（9.4％），
炎症 12 件（9.4％），骨損傷 8 件（6.3%），骨膜
炎 7 件（5.5％），疲労骨折 6 件（4.7％），骨折 4
件（3.1％）, 半月板・軟骨・椎間板損傷 4 件（3.1％），


























重症度 Minimal 23 件（18.0％），重症度 Mild 
20 件（15.6％），重症度 Moderate 56 件（43.8％），









査 1, 2, 5, 6, 9, 11）と比較しながらその背景を考察し
ていく .
①受傷時期の傾向
28 年度は 1 月に傷害が最も多く発生し，次
に 8 月，9 月，5 月，10 月，11 月，7 月，6 月
と続いた．これは 5 月の傷害件数が圧倒的に多
く，シーズンでいうと春，夏，秋の順に多かっ
た 27 年度とは大きく異なる傾向であった 1, 5）．
26 年度の傷害傾向も 27 年度と比較的に似てい
ることがわかっている 1, 5）．そしてこの 26，27
年度の結果は『仙台大学の競技スポーツにおけ
る傷害調査』の結果とも一致している．この調





6 月に発生のピークを迎え，7 月，8 月と一旦
低下したものの，9 月，10 月と再び増加に転向

















































試合期である 5 月に怪我を減らすことは 28
年度の課題の一つであった．陸上競技部は 27
年 5 月に発生した怪我は 5 件であったが 28 年
度 5 月は 0 件に減少した．女子サッカー部は両
年度 5 月とも 7 件と変わらなかったが 27 年度
は 7 件中 3 件が重症度 Severe の怪我であった




ムとなるように改善を加えながら 29 年度 5 月
も怪我の発生を抑えていきたい .
次に 1 月にスポーツ傷害が最も多発したこと

























学年別の傷害件数をみると 28 年度は 2 年生
に最も怪我が発生したことがわかった．内訳を
みると足関節 13 件，膝関節 7 件，下腿部・ア
キレス腱 6 件，大腿部 5 件，足部 3 件，手部 3 件，
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股関節・鼠径部 2 件，その他 4 件であった．重
症度別でみると Moderate 27 件，Severe 14 件，
Mild 13 件，Minimal 9 件となり，離脱期間が
8 日以上かかるスポーツ傷害が 65.1％を占めた．
27 年度は 1 年生に特に多発し上級生になるに
連れて減少したが，28 年度は 2 年生に次いで
1 年生，そして 3 年生という結果となった．27
年度と 28 年度の 1 年生に人数の差はない（各






1 年生が 2 年生となった 28 年度は引き続き怪
我の多い年代となったのではないだろうか．




















100 校を対象にした傷害調査では 9 年生（高校
1 年生）の傷害率は一番低く，10 年生（高校 2





















痙攣 7 件，骨損傷 6 件，骨膜炎 4 件，疲労骨折
4 件，半月板・軟骨・椎間板損傷 1 件，炎症 3 件，
腱損傷・腱障害 2 件，筋疲労 2 件，挫傷・打撲
1 件，神経障害 1 件，その他 1 件だった．靭帯
損傷には足関節捻挫 12 件，膝内側側副靭帯捻
挫 2 件，前十字靭帯断裂 1 件が含まれ，このう










































あった．このプログラムは 6 月から 12 月まで
チーム全体として実施した．女子サッカー部だ
けでみると，5 月までに 3 件の足関節の急性捻
挫と再発捻挫があったが，セラバンドトレーニ
































































































疑いが 11 件あったが，27 年度は 7 件となり，
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